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共依存の関係が発生している。

・援助要求のテンプレートを作り、場面を設定し
て援助要求の出し方を練習する。
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取り組み方
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ワークシートを使用して、４つの台詞を考える。（パターン化）

生徒同士でワークシートを見せ合い、様々な言い方を知る。

教員による悪い例、良い例の手本を見た後、生徒によるロー
ルプレイを実施。お互いに確認し合う。

作業学習の時間で練習を重ねる。
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0

1

介入

ベースライン

結果：自分から援助要求ができたか否か

日付

できた：１
できなかった：０

援助要求の具体的な台詞を学習することで、自分から伝える
ことができるようになった。
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・不測の事態：手洗いの手順を間違えた。
：商品の袋詰めに使うビニールが無くなった。
：商品の個数を間違えて袋詰めした。



手洗いの手順を間違えた。
→ 「お仕事中すみません。今よろしいですか？」
「手順を間違えたので、やり直していいですか？」
「（相手の答えに対して）分かりました。」
「お仕事中すみません。ありがとうございました。」

商品の袋詰めに使うビニールが無くなった。
→ 「お仕事中すみません。今よろしいですか？」
「ビニール袋が無くなったので新しい袋をください。」
「お仕事中すみません。ありがとうございました。」

商品の個数を間違えて袋詰めした。
→ 「お仕事中すみません。今よろしいですか？」
「数を間違えてしまいました。どうしたらいいですか？」
「（相手の答えに対して）分かりました。」
「お仕事中すみません。ありがとうございました。」
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◎グループ別学習
一緒に学習をすすめてきた仲間と
取り組んだ

◎学習活動の手順化
想定場面を区切る→台詞が明確
→教員のフィードバック

成功体験が少なく不安の強い生徒
に、安心できる環境を設定し学習
をすすめることができた。


